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　「
台
湾
研
究
者
と
し
て
の
立
場
か
ら、
図
書
館
へ
の
要
望
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い。
」
同
僚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
に
そ
う
問
わ
れ
る
た
び、
私
は
い
つ
も
答
え
に
つ
まっていた。アジ研の図書館には、多数のユーザーの資料ニーズに幅広くこたえるという使命がある。一方、台湾経済を専門とする私が必要とするのは、特定の産業や企業を分析す ための
資
料
で
あ
り、
そ
の
背
後
に
は、
「
こ
れ
を
知
り
た
い」という私自身 欲求がある。図書館の蔵書構築という公共性を帯びた営みに、研究者としての「私 は ったいどう関わればいいのだろう？
　
そんな迷いを抱き続けてきた私にヒント
を与え くれたのが、ＵＣバークレーとスタンフォード大学 東アジア図書館で出会 た日本語書籍と、日本担当のライブラリアンたちだ。　
ＵＣバークレーの「Ｃ・Ｖ・スター東アジア
図書館」では、中国語、韓国語、日本語の書籍を、言語によって分けずテーマごとに配架する「混
配
」
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る。
混
配
方
式
の
よ
さ
は、あるトピックへの「自国研究」と「外国研究」の広がりが一目で把握できることだ。例えば日本企業論のコーナーをみる 人研究者による大量の成果ととも 、少なからぬ量韓
国
語
の
書
籍
が
置
か
れ
て
お
り、
韓
国
人
研
究
者
が、日本の高度経済成長や日本型経営 特質に強い関心を寄せてきた様子 みて取れる。
　
他方、スタンフォード大学の東アジア図書館
では、言語別の配架方式が採られている。薄暗い書庫のなか、大量の日本語書籍のあいだを歩いていくと 何十年にもわたって日本人が積み重ねてきた思考が、複雑に絡み合いつつ、ひとつの生命体を成しているさまに圧倒される。戦後の日本人が、第二次大戦の被害と加害の記憶に向き合ってきたこと。日本国憲法や、あるべき教育の姿をめぐっ 思索を重ねてきたこと。図書館とは、国民国家の自らへ 問いかけの歴史、思索の軌跡が立ち現れる空間であると強く感じる。　
いったいどういう人たちが、東アジアの社会
科学の越境の姿や、国民 知の歴史をこうも鮮やかにみせてくれる図書館をつく のだろう？
　
そんな好奇心にかられて両館の日本語
書籍担当ライブラリアンにお話をうかが た。　
印象に残ったのは、いずれの図書館でも、学
内研究者の研究・教育上のニーズにターゲットを当てて蔵 が構築されてきたことだ。ライブラリアンたちは、学内の日本研究者との対 、学生指導や資料に関する講義、研究セミナーへの出席を通じて、研究者・学生と非常に緊密なコミュニケーショ を採り そのニーズをきめ細かに把握している。　
そうか、この傑出したコレクションは、不特
定多数のユーザーのニーズの最大公約数を想像しながらつくられたものではなく、ライブラリアンたちが、個々の研究者の顔や、セミナーでの報告テーマをひとつひとつ思い浮かべ 研究の
最
先
端
を
思
い
描
き
な
が
ら
構
築
し
て
き
た
も
の
だった か。魅力的な図書館づくりには、顔みえるユーザーとの直接対話が不可欠な だ。　
このことを知ったとき、私ははじめて、同僚
ライブラリアンからの問いかけの意味と、私が果たしうる役割を理解した。そして 二つ 図書館が日本についてみせてくれたように、アジ研の図書館の棚にも、台湾社会 変容、人々思考の軌跡と知的苦闘の姿 ビビッドに映 出すような棚をつくりたい、という思いが沸き上がってきた。そのために必要な本のラインナップも頭に浮かんできた。　
私は、ニッチで狭いテーマにみえても、それ
が対象社会の特質を解き明かす鍵となるようなトピックを掘り下げたいと願って研究をしてきた。
し
か
し
狭
い
テ
ー
マ
を
長
く
追
い
か
け
る
う
ち
に、そのトピックが本来持っていたはずの広がりを見失ってしまうこと ある。研究者に って、研究対象テーマを通じて図書館の蔵書構築にコミットすることは、自分の研究対象が持つ広がりの可能性を再考するきっかけにな ようにも思う。自らの研究の根っこ 支える「私」の問題意識を、図書館の蔵書構築プロセス もつ「
公
」
と
接
続
で
き
た
と
き
に、
「
私
の
研
究
」
は
社会へと開かれるのかもしれない（か
わ
か
み
　
も
も
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　
前・
在
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